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「データジャケット手法」
（東大・大澤教授）

データセット全体では
なく、データの概要情
報と課題・ニーズを組
合せて可視化すること
で、潜在ニーズや解決
策を発見する

b) 組織的・計画的に官民
データ利活用シナリオを創発
し、優れたシナリオは実装へ
とつなげる

c) フレームワークの普及を図り、
行政機関/自治体間での共
有・API連携で、さらに大き
なスケールでデータをマッシュ
アップ

応
用

成
果

事業コンセプト 事業のゴール本事業のフレームワーク

a) 課題・ニーズ起点での官民
データ活用に利用可能な
データの概要情報を把握

リビングラボ
共創フロント

【Ｂ】イノベーションＰＪ

官民データ

【Ａ】データジャケット
プラットフォーム

課題、ニーズ

ワークショップ

シナリオ生成

可視化ツール

①データジャケット
登録

②イノベーション
創発

③データの
ニーズの
フィードバック

対象地域 神奈川県横浜市
実施団体 株式会社リアライズ
事業概要 横浜市の課題解決及びスマートシティ推進に役立つデータ利活用アイデアおよび課題解決シナリオを組織的・

体系的に創発するため、(A)課題・ニーズ起点で官民データの「データジャケット（概要情報）」を登録・利活
用するプラットフォームを構築するとともに、(B)そのデータへの可視化ツールの適用やワークショップの運営
からなる一連のプロジェクトを実施する。

１．事業の概要
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①横浜市における課題解決シナリオ創発
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データを活用した課題解決のための公民共創の場を創出

データジャケット作成 課題・要求提起 解決策案出 シナリオ形成

課題の数：
約２００件

解決策の数：
約１００件

参加者数：
延べ約１００名

参加満足度：９８％

シナリオ数：
５件

データに誘発されたからこその発想も多数：
例）坂道の傾斜情報、防犯カメラの子どもの笑顔判
別、子連れでもお酒が楽しめる飲食店マップ、等

民間のユニークなデータも
活用：例）横浜の坂一覧

官民データ：
約５６０件（再掲）

①ヨコハマに来る前／来た
後のお役立ち情報提供サー
ビス（子どもの年齢別でイ
ベントをレコメンドしたり、
観光ガイドに載らない地元
オススメスポット情報の提
供、実際に行ってみた施設
の評価などをSNSで共有
できる、等）

２．事業の結果



©2018 Institute of Administrative Information Systems

②官民データのデータジャケットDBの構築
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• 横浜市のオープンデータカタログをデータジャケット化
• その他の官民データ（行政の非オープンデータや民間データ）
も収集、将来的には課題ベースでのマッシュアップも可能に

名称 赤ちゃんの駅一覧

概要 授乳やオムツ替えが
できる施設が分かる
一覧

所有者 横浜市金沢区

データ項目 施設名、所在地、電
話番号

名称 横浜市の坂一覧

概要 自転車で出かける時に坂
道がどこにあるか分かる、
坂道を避けられるマップ

所有者 坂学会

データ項目 区名、坂名、坂名カナ表
記、別名、所在地、階段
の有無

名称 乳幼児一時預かり施設一覧

概要 用事を済ませたい、少しだけリフ
レッシュしたい、急に仕事が入っ
たなど、子育て中、一時的な保育
が必要な場合に理由を問わず子供
を預かってくれる施設の一覧

所有者 横浜市こども青少年局

データ項目 施設名、所在地、アクセス、実施
時間、電話番号、FAX番号、料金

オープンデータ 行政保有
非オープンデータ 民間データ

プラット
フォーム

官民データ

２．事業の結果
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③「官民データジャケットPF(仮)」を公開
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• 2018年3月にβ版を公開
• 今後、順次機能を整備・拡充予定

２．事業の結果
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①他自治体への展開例（川崎市）
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職員向けのデータリテラシー研修としてデータジャケットを活用
時刻 時間 内容
12：15 60分 集合、会場準備
13：00 15分 開場、受付開始
13：15 5分 川崎市ICT推進課より挨拶及びWS趣旨説明
13：20 40分 基調講演

14：00 80分 IMDJワークショップ
（ショートレクチャー＋ワークショップ）

15：20 10分 休憩

15：30 60分 アクション・プランニング
（ショートレクチャー＋ワークショップ）

16：30 20分 シナリオプレゼンテーション
16：50 10分 講評、アンケート、総括
17：00 閉会、片付け

３．運用状況

・ワークショップのテーマ：

世代間交流のためのコミュニティ形成

・参加者：川崎市職員約30名

４つのテーブルに分かれて実施

・講師：東京大学大学院工学研究科

大澤幸生教授、早矢仕晃章助教
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②産官学との交流と普及啓発
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• 電子情報通信学会 AI研究会での発表

３．運用状況
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③データジャケットの標準化とデータ流通
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• データ流通推進協議会のデータカタログ策定作業に協力

技術基準検討委員会

データカタログTF

データジャケット
推進WG

３．運用状況
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データ整備、PF機能強化、普及啓発に力点
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• 今年度は以下に力点を置いて活動

① データ整備
• DTAにおけるデータ標準策定結果を踏まえ、データジャケットPF上のデータ
を再整備

② 機能強化
• 上記と併せて、官民データジャケットPFの機能強化を検討

③ 普及啓発
• 様々な機会を捉え、データジャケットWSの開催等を通じたPFの拡充を推進

４．今後の取組
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ご清聴ありがとうございました

株式会社 リアライズ
一般社団法人 行政情報システム研究所


